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nya/kenkou/pdf/jinshikkan01.pdf）を踏まえ、ＣＫＤの病態解明・予防・早期発見・診断

・治療・重症化防止等に資する一般公募型の研究を行い、早期発見から早期治療につなげる

仕組みの確立を目指す。 

この公募は、本来、平成22年度予算成立後に行うべきものであるが、できるだけ早く研

究を開始するために、予算成立前に行うこととしているものである。従って、成立した予

算の額に応じて、研究費の規模、採択件数等の変更が生じる場合等がある。 

 

 ＜新規課題採択方針＞ 

   国民の生命や生活の質に支障を来す腎疾患に関する研究の一層の充実を図るため、診療の

  エビデンス確立及び実践に関する研究並びに病態の解明及び治療法開発に関する研究を優先

  する。 

    

    研究費の規模：１課題当たり 5,000千円 ～ 10,000千円程度（１年当たりの研究費） 

     

    研究期間：３年 

     

    新規採択予定課題数：２課題程度 

 

 ＜公募研究課題＞ 

 【一般公募型】 

  ① 慢性腎臓病（ＣＫＤ）患者に対する人工透析導入への進展予防に関する研究 

                                 （２２１２０１０１） 

    透析医療の患者は毎年１万人ペースで増加し、医療経済に与える影響は甚大であり、慢

性腎臓病（ＣＫＤ）から人工透析導入への進展予防が重要となっている。 

そのため、食事指導や薬物治療等でeGFR等の改善を指標とするなど、人工透析導入への

進展予防のための治療方法について、疫学的手法を用いた評価を行う。 

その際には、例えば、２４時間蓄尿の実施、低タンパク食の食事指導及び高血圧・糖尿

病等の慢性疾患に対する継続的な治療管理等の腎臓病に関する専門的な指導を十分に行う

体制を確保し、健診において血清クレアチニン検査を実施している市町村のデータ等を含

め、全国的なデータを収集・分析し、関係学会の協力等これまでに実施されている研究と

連携できるものを優先的に採択する。 

  

  ② 慢性腎臓病（ＣＫＤ）に関する普及啓発のあり方に関する研究 （２２１２０２０１） 

    平成２１年度より都道府県において「慢性腎臓病（ＣＫＤ）特別対策事業実施要綱」に

   基づき、ＣＫＤに関する正しい知識の普及等を図り、ＣＫＤ予防対策に努めているところ

   である。 

      当事業を推進するために、ＣＫＤ患者を始め、一般国民並びにコメディカルを対象とし

  てＣＫＤに関する知識を効果的に普及・啓発することが、ＣＫＤ予防に対して有効である

  と考えられ、例えば、リスクコミュニケーションを参考とするなど、普及・啓発のあり方

  について、効果の期待できる具体的な方法を明らかにする研究であること。 

    なお、当研究については、具体的に行政施策へ反映できる成果が得られるものであるこ

と。 

 

 ＜研究計画書を作成する際の留意点＞ 

研究計画書の提出に当たり、以下の点に留意すること。 

ア．「９．期待される成果」に、より具体的に把握するため、申請研究終了時に期待され


